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ター．ビン油の抗乳化性について

稻葉勢之助
濱谷　資　郎
高　田　善　之
（llli｛饗…『i　27左1三3月　3　H受JAI，）

OR　・　the demu！sibility　Of．turbine　l　oi玉s

Yanosuke’　LyABA
　　　　Shiro’　HAMAyA

Yoshiyuki　［1］SAKAbA

　　　・ln　splte　of　the　lmporta，　nce　o£　the　den｝ulsibility　of　turblne　oils，　｛ts　systematic　stud｛es　have　bcen

very　g．carce．　［”he　authors　tested　about　several　turbine　，oils　of　different　magnltude　of　factors　such　fl＄．

（1］eerl　iCoailseSrFI，：CS：lire’　．MOIe．C．U19・r　Weig－hi　and　clemulslbility，　wit｝i　or　withotit　emulsifier．　’1’he　followings

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　n　一　　　　　　　　　　　　一（．1）

C2）

（3）

・・／．@（4）

（，r，）

（6）

As　th，e，　．reciprocal．of　demulsibilit｝・’　or　time　of　separation is．almost　additi・ve，　it　ma，　y　be

appropriate　to　a，　dopt　this　as　a　scale．

ri“he　effect　of　a　sodiurn　alkyl　sulfate　and　corr’esipondin．cr’sodium　alkyl　g．　ulfor｝ate　i‘　g．　OIW　ty・pe

emulsifiey　is　nearly　equal　irrespective　of　the　kinds　of　oils・　’IChe　strength　is　in　a　order　of

eig，＞ci6＞cM　when　tlie　demulsibility　of　oils　is　more．　than　60．　On　t．he　other．　ln‘nd　ag．　to　the

oil　o｛　’dem’浮撃ribMty　less’ @than　40　tlie　effect　of　the　a，　dditives　decreases　a，　nd　is　irregula，　r．

Pemulsib｛lity・一concentration　curves　by　these　emulsifiers　have　minimum　points．

翫溜畿韻脚呈盆。：emuls｛f輝ne「al王y　dec「eases　Wit臨「conce噸iong．・

D・m・1・ib晦i・19・…ally王・were面ltl・　d・teri・…i…f・il・・the　c琴・v・b・i・g　f孟・tt・n・己・ft・・

’a　period　of　tirl．ie．　’As’to　the　oils　of　higher　viscosity．　indlces　the　cttrves　become　f13，　t｛ened・

more・　rapidly．

灘1盤ve雛襯野・噸e岬．by　h｛ghe「？nes’tlme　of　sep　t｛o　’cent「at｛on

Every　curs／res　of　separft，　tioi｝　of　erniilg．　ion　of　tnrbine　olls　are　S　type．

’g　1． 緒 論

　　　タービン．油は｛也の一一郷匙ζ）1閏溜？由と1鑓お勲こ＊占度．が適露：／／’であること・　押i度．沼註度｝鋼係やイヒ墨的安定・雌三

が良姓であるζと等を必要とするのであるが，その使用條件から云って水，と乳化していく性質，即

ち抗乳化性も上記の諸惟三質に劣らす重要とされることは廣く知られた灘／峯實である．もともと三三化

性の悪レ・油或は攣質によって三分化性の著しく低下するような油を使った場合には，その結果とし

て壁油ρモマザrンが形」ecさ縄ために油の粘脚§勒1すう　撫こ低回おいてそのf餉が

塾竺1）二塗聖聯を．　ルジ・ンの胴に噸して遠くに1篁ぶ・㈱の惧れ莇る・欝

1）簾葉蠣之助．「摯部航：、未嚢衷・．
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と粗漏って油の攣翌愛が更に促進される等種々イく都合な結果を生するのである．實際にも，例えば火

力獲電所においては霜月廿こ俘う抗乳化慶一一・後蓮；一一一一の攣化のデータのみを取って交換や補給の指

針としている所が多い・

　　ところがタ　・一ビン油の三寸化性をヲ1多成する諸年子が如何なるものであるかについては殆ど報告

がなく，折角の測定も斜なる／l昆格試験の域を出ていない現駄である．成分的に：見て，叉界脚化學的

に見て抗乳化性の本質がどのようなものであるかを，もっと明白にしなければならないと思う．

　　さて，抗筑化性或はこれと・逆の煎焼にある乳化性は，成分的に見た場合次のような諸因子から

戒り立ってV・ると…慮考えることが出帰るであろう．第…・は湘の中に含まれる乳化剤一一これにぽ

はじめから油の中に存在しているもの及び二次的な憂質によって生じたものがあり，それぞれ精製

度及び使用或は放置條件に：蔚ける攣質の程慶によってきまるものと考えられる一の種類と含有景

である．叉第二は油の主要部分を形成している炭化水素の化馬食i造と分子量である．著者等はこの

槻熱こ立って数種のタービン油に色々の乳化剤を添：濡したり，攣質させたりする操作を行い，その

際の抗乳化性の墾化を追究して見たのである．

　　抗乳化性をあらわす尺度としては規格にある抗乳化度を使用した，太v・試験管に油20ccを取り

水蒸氣を底部から吹込んで合計40ccとし，93～95℃の湯浴中に浸漬して20　ccの油暦が分離するま

での時閻を：計るもので，裟置の寸法や吹込條件は、規格できまっている・

　　　　　　抗乳化度　：／00／分離涛間（分）

　　この抗乳化度については勿論隅1題は色々とある・エマルジョンの生成と解溝の中，解濡のみを

賜題としてv・ること，分離淋｛騰中の水分が油によって廠々であること，測定輪転内に界1預への乳化

剤の酉巳偉が充分に：行われるかどうか疑わしV・こと，等はその主要なものと思われる．所詮は本質的

な意味における抗乳化i睦1内奥る漸両で切っているに過ぎぬものであろう．しかし測定法に封ずる詳

しい槍討は叉後1・1に譲り，ここでは一・慮この抗乳化度を使用することにする・

　　　　　　　　　　　　§2・三種の0／W型乳化割の添加効果

　　乳化彌には0／W型とW／0型とある．詠うまでもなく各乳化齊IS4zよってエマルジョンの型がい

つも一定しているわけではなく，凶賊によって他の型にも動き得るのであるが，大休におV・てそれ

ぞれ固有の型を取り易いことは云える．以下0／W塑，W／0型どρうのはこの意味においてである．

さて先ず構造のはっきりしたO／W型の乳化剰として3種類のsodium　alkyl　sulfate，2秤類のsodium

alkyl　Sulfonateを：｛吏用した・アルキル基の炭素数はそれぞれ14，16，18；16，18である。之等は著者

等の一一・入高Frゆ合成したもので，製法は次の通りである．

　　sodium　alkyl　sulfate　l，ikそれぞれのアルコールエモルに：濃硫酸2～5モルを冷却しつつ混合し，1

夜放置後水で諌め，渡海シーダで中和し蒸獲乾煎する・熱無水アルコ…ルで拙出し，冷却してから

析出した結温を集めてアルコーールから勝結晶した・　sodium　alky玉sulfonateほ1ノ・ロゲン化アルキルを

チオ尿素と反慮させてアルキルチウr・＝ウム化合物どし，苛匪ソーダで分解して得たメルカプクン
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を濃硝酸で酸化してスルフォン酸とする。㌔「ゲ性ソーダで中和後乾訳しアル隷一ルから轟結回した．

之等の乳化刎を第1表に示すような徽種のタービン油簡一一但しGを除く．叉Fは饗質させて使用

しF！と9，・8一ぶ　　に：カllえた．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表

潮il　度

・・一・レ ?ド秒L牌一
A．　li　is．4s　1　7g．g

B’@1　36．o　1　n7．7

　　1C　i　44．IL　1　180．3
　　i
D　1　35．2　1　144．5
韮】　　　i　　25．0　　　　　王04．4

F　1　37．4
　　　　　　　　i53．3
［i，　1　5gl，rm　H，VII6

　　1

5．20

8．42

9．？5

7．19

0r　．6a　’

7．5S

7．40

　　　　：
ソ10⑰夷Fest・iン210Ll“　c“t・

　　　．uL．．．

29．6

63．1

79．0

67．e

44．7

71．2

70．0

4．80

7．72

8．S2

6．45

5．14

6．S7

6．70

1〈．V．1．

85

93

91

17

4

31

24

dllo

O．8SO

O．8Ss

O．SS7

0．935

0．9王9

0．935

0．934

ユls．均分・＝予：壁

344

401

419

347

3L，S

354

352

抗乳化度

le2

67

g，　7．5

66

33．3

41

71

結果は油自身のもつ抗乳化度の大小に從って：．11つのグループに大別される．第11醐に油Bの場

合を示した．これは比較白勺抗乳化度が高く策一グル

ープの典型的なものである．乳化剤を加えてゆくと

抗乳化度ははじめ急激に減少し，趣画讃を過ぎて翰

々上昇した後大体2卜堤になる。干坦部はもとの抗乳

化度から見れば：矢張リネlllllを下ってV・る．極小黙はフk

に甥する濃度であらわすと，終漁粥の炭素数の大な

るほど低濃度の方に動きそれぞれC．M．C。，　Ullち乳

化刎のミセルが急激に生成しはじめる濃度に四三す

るもののごとくである．かように＝Vルジョンの分

離する速度をあらわす所の抗現化度に，界面張力と

類似の傾向が見られる纂魔は興味あることと思われ

る．又乳化剤の添加効果はCls＞Cl｛；＞C14であり一一・

これは分離温度が高いために一・慮豫期されたことで

ある　　且つsulfa亡eとsulfOna亡eとで大｛蒙がない・

　　ところが一・方，例えば油Eに：おや・ては角醇2購iに：

示すように事情は納付異って）・る．

？e

t，M・

SLI

　和

腕

験，・10

化

尺2ρ

to

o

；

　　　　　の

v一一
一』 @傷5・・（／・　es

二自1

二：il鰯矯

o o．　io　oto　o，　r．o
　　濃ノミY’　efe（“li　・9・）

　　　第1圓

“40

　　　　　　　　　　　　　　　　　これは油白身の抗乳化、度が割合低V、ものであって，それぞれの

曲線の形が油Bの場合と大晶晶様であるにかかわらす，乳化捌の炭素激の影響歓イく規則である．叉

畢面部ももとの抗乳化度と大弟はない。これが第2グループの1働である。

＊　A～Eは未使用の漸油である．侭し精製後それぞれ若干のili蒔を経ている．　Gは爾龍爽電所で多年使用した滴

　　を再精製したもの，Fはこれが更に或る随分で縫質したものである．　Fのみが安定姓試瞼に不合格で容易にス

　　ラッジを生ず’る．
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o

9一一

一・E一Q6購
．一モd｝一一　Ct6　e

＋Ct・葺榊
　　　Ci8　，’，癌一、

o O．tO　O，20
濃便P／・倹量）

　　第2圃

O．　30

度には丁丁性がなくその逆激に大休：二成性があるので逆激をとり・

の，即ち測定したままの分離時聞（分）を：使Jllすれば便利である・

う一一一無添加の場合との茱を最絡的尺度とし1た．身ヨ2：表に一括して示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　表te・

　　さて之等の門戸をもう少し定董的に槍

討して見よう．この場合抗孚L化度のi攣化を

あらわす）〈度として何を取るべきかが先ず

二二となる．抗二化度濃度曲覇1の勾配，或

は極小黙の抗乳化度も宿力な尺度ではある

けれども測定誤差が懐旧に入り得ること，

極小黙が極めて高糸屯度の珪化割を使用した

揚合着失する惧れがないではないこと2塑享

からこの場合には遜けた方がよ・いと思われ

る・結局曲線がi洛中21：サ旺になりかけるあた

り，濃度にして0．1～0・2％（重量・）の所の抗

乳化度と油自身の抗乳化度との關係を以て

攣化の尺度とした．後門するように抗乳化

　　　　　　簑1際に：はこれを100倍したも

　　　　ζれを孚L化．度と三面ぶことも出ろ｛ミよ

試料

sulfate

無盲恭」｝Ll
C14 eJ（； CIS

sulfonate

c工G CIS

王　抗　乳　化　度

A
c
D
E
F／

ユ02
67
37．or

66
33．　3，

　7．7

5L3
40．，5

34．S

36．S

28．S

50．0

3S．0

28．5

35．3

31．0

9．3

39．0

34．5

29．0

30．5

46．1
3一　7．5

男6．6

36，8

26．9

41．7
”．4．e

26r9
33，．3

30．S

E　分離痔闘（分）

A
B
c
D
E
F／

O．9．　8

1．oro

2．67
1a5‘．）

3・　．OO

J3．00

1．95

2．47

2．S7
2）．7X）

3．47

2）．OO

2．63

3．5玉

2．S3
3．2s．？

ユ0。ワ5

1，．56

2，90

3．45
3．　z）8

2．17

2．66
：）”7C｝

2．72

3．72

2．40

2．94
：，）．72

3．00

3，．25

9　ヌ曾　　加　　量

A
B
C
D
E
F／

s　O．97
　0．97
　0．s．）o

　l．，．’＞O

　O．47

　1．e‘．）

　ユ．13

　0．S4
　’1．31

　0．22
一　L）．25

3．．5S

1．40

0．7S

1．76

1．19

工16
1．09

三20
0．72

1．42

1．44

1．05

1．4E

O．　2）5

　　　　＊　F／はFを1．70℃で16時岡加熱攣質せしめたものである．

2）　Miles：　J．　Phys．　Cem．，　49，　”i　l　（1945）．
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　　第2表の結果から次のことが云棄．る・

　　（1）？由の抗御化度に從って大休二lllつの場合がある・一つは抗乳化度60以上の場合であり，他は

40以下の場合である。

　　②　抗乳化度60以上の油に前記のような乳化剤を：加えたときの分離時開の糟：加は，油の化學構

造や分了・量に殆ど關露なく各乳化齊1について略々一丁である。効果は前に述べたようtc　cユs＞Cl（1＞CIA．

月．つ　sulfate　≒　SUlfonate．

　　（3）抗乳靴度40以”f’の油［”c：おいては分離時簡の増：加1ま前者に比べて小である．抗乳化度の著し

く低い油の場合には却って分離時開の減少力現られる・叉乳化捌の炭素数の影響はまちまちである．

　　之等は結局異る型の乳化剤の闇の抑制作声llを示すものに他ならぬ．抗乳化度が低㌧（油は孚L化捌

　　その多くめものはW／0型と思われる一…を多く含んでV・て，これはO／W型の孚L化剤を添加

し・た場合にその効力を抑制する作用をもち，且つその抑制作用が種々の筑化粥の紅合せについて特

性的なのであると思われる．一般的に云って二つの塑の乳化剤は五に抑側的に働く場合と，7｝1に：加

遽的に働く場合とあることが報告されているが3），　これらのタービン油の場合には大休におV・て拍1

湖的であるごとが云えるようである．猫注意しなければならないのは，曲線の形からただちにわか

るように，抑捌作刑と云っても爾塑の乳化捌が封慮する量だけ存在することと，乳化湖が金然存在

しなV・こととは少なからず異る事實である。しかしながら上蓮のデータのみからは之以」二立入るこ

とは出來なV・．

　　　　　　　　　　　　§3．数種のW／0型乳化劃の添加効果

　　タービン油巾に含まれる孚L化剤と構巡回に關係のありそうなものを若干湘えて見た．効力の程

度と濃慶曲線の形を矢llる7cめである．乳化剤としては大豆油，吹込大豆油（2種），ラノリン，カル

シウム不徽（市販カップグリ・・一スi，iuのもので含有率25％）を使1．llした．第3表に吹込大豆油のデ・・一7t

を示す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　表

試　　料

吹込大引油　　1’x’

　　〃　　　狂鼎

吹盤問idl・

6

24

O．9．　29．　5

0．9．　S76

・鍔
Vrob’C　cs’t．

1，4785

1．4857

30．　3・

649

ツ1〔XレFcst．

9．23

84．0

酸素含量

　，rrNgtoj

11．3

17．6

　　　　　■x．講演燈油よ紀州害｝排lll度の上ったもの．　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　N’X’ひまし汕の鍛倍の粘度をもち，マリンエンジン油に混入する程度のもの。

　添：回した結果ほ第311・宣1のごとくである・

　少螢添：旧した際の効；果を示すために0・Ol％添：加に樹する分離時問（分）の糟：加昂：を概算すれば身写

4表のごとくになる．比較のためsodium　a・　lkyl　sulfa，　teの値も示した・

3）　Sehulman，　Coekbain：　Trans．　Faraday　Soc，，　36，　651　〈19，　40），
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ro
b 撫担矧　　イ嫌榔（、，・挫

e．Oダ　　　　　　　　　　　　　　　0．！O　　　　　　　　　　　　　　ats

4e

　JO

廓孟

吟2。

聞

奄

第4表＊

βサ引込左垂i山盛
乳化鋼

B†ヲ’ワノ

e

A†Cq萬翁
‘

P＋吻込ノ礎「由工

Bf　pk　Lx　k　tL　clh　1

Bt大弓漕

　　　大豆抽
　　吹込大飛：illl　I

　　　　11　ff

　　　ラノリン

　　カルシウム；石鹸

sodium　tetradecyl　sulfate

　，，　hexadecyl　，，

　，，　oetadecyl　，，

糟加島

O．OOO7

0．　03　or

O．6

3

1．8

1．3

2．or

3．5

　σ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　リ　　　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　ド　　　　　　　ノア

　　　　　　　　　濃度・f．膚1　　　　　　　棉liは何れもB

　　　　　　　　　　　第3圖

　　濃度を糟してゆくと一般に箪位景當りの効力は減少するが，0／W型乳化剤のような曲線にはな

らない・吹込大豆油IIの場合には濃度と共に効力は却って壌大している．この場合にはエマルジョ

ンの一部が非常に強固なものとなり，叉比重も大であるらしく分離しにくくなる・濃度が低くてこ

の三三化性成分の三三量が少ない出1は，他成分のカゲにかくれで籐り効力をあらわさなV・が，濃度

が増すとaれが急激に蓄積されるのであろう．吹込大豆油H自身の高粘慶，高比垂とも關係がある

ものと思われる・3ぐ粘度指激の低い油に吹込大豆油1を添魏すると，高い油の時よりも効力の租々

大になるのが見られる．岡には示さなかったが吹込大亙油IIにおV・ては誰｝翻ll々著しくなる．

　　　　　　　　　　　　§4．油の攣質に俘う抗乳化性の攣化

　　實用に際してタービン油の抗飢化度は売す割合速かに低下し，やがて回る値で落藩く傾向のあ

ることが指摘されている．しかしながらこれは：llll威性のない抗乳化度を尺度とした場合であって，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
攣質に問う抗乳化慣三の攣化を撮しく追跡し．ているかどうかは槍討を要する．叉油の化學構造の影響

を知ろうとする場合にも注意しないと，油の化學的安定性の1週子一微量成分によ21影響される所

蔵である一一一によって魏観される惧れが充分にある．之等を念頭において次のように行って兇た．

　　試料油A，B，　D，　E，　Fを］e　一一ビン油の安定性試験とll瑠一條件で一一帥ち察氣を吹込むごとなく

170℃に保つ一一一麺質せしめ20時岡までの試料を若干宛取った．第5表に各試料の性状を示す・

　　分離蒔附を攣質時i｝llに封してプロッ1・することは，蘭に述べた油の安定性の困子が入って興る

ために不癒當である．酸領及び粘度糟力1！に解してプロットすれば安定性の唱曲を大体除いたものを

推定し得ると思われる．一一・般にタービン油の酸捗1と抗乳化度とは第4嗣一一新油・品質テ由・再生油

磐各種の試料についてのもの一一一一の如く相當不規員llな關係にあるが，それぞれの油については第5

岡のように或る關係が認められる．粘度二三についても同様でこれを第6嗣に示した．但し葦：’1渡の

封数の難（50℃の運動粘度として）を使用した・

；藁
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αo今 qo5

をもつ攣質物の干均分子量を200として，攣質油の酸頂から酸素含イ∫量を求めることが出怠る．

　　之等から次の傾向が認められる．

　　（1）輩位量の攣質度に封ずる分離時闇

の増：加は初期にお・いては紬の化學構造と一

定の關係がない・　95℃における油の粘度

の大なるものほど大であるが，これは見掛

け上のことであろう．

　　〔2）分離時籍1を尺度に取っても曲線は

或る所で畢坦になる傾向があり，しかも粘

度指数の高いものほど早く≧F坦になる．即

ち高い抗乳化度の所で落付く傾向がある．

　　さて油が攣質すると抗乳化度は一一般に

減少する．この機構は複雑であるが，淡化

水素の酸化物が乳化剤になると考え，攣質

油の酸素含有量がその濃度をあらわすもの

であると看噛して一慮議論を進めることが

出回る．

　　LarseR等41のデータによれば種々の純

淡化水素を110GC，130℃で塞氣酸化する

ときに：（桑畠杢酸素量）／（可鹸物1二1，1の酸素量）

＝3．3～4・5；且つ（可鹸物量）／（遊離酸量）＝

2～3の關係が大休成立している．攣質條

件や試料は島々ちがうけれども，タ　一一ビン

油の場合におV・ても概算でよV・ならば酸慣

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結

局吸牧酸素％は酸債に0．5を掛けたものとなる．

　　攣質初期において三階した酸素0．01％當りの分離醐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　6　表

．1の櫓：三景（分）を身弼表に示す・種々の乳

試料汕 増加量

A
B

D

F

1．or

10

2

2．or

10

乳化捌添加 増　　加　　：量

　大豆湘

吹込大豆油1

　　〃　　嚢

　ラノリン

　　　　　　　　o．eo64

0．31　（グリセライド基．以夕トの酸素に幽して　S．6）

3．4　　　（　，i　S．9）
　　　　　　　　　32

k）　Larsen，　Thorpe，　Arrnfield：　1．　nd．　Eng．　Chem．，　34，　I　S3　〈1942）．
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化渕を添加した際の含府酸素0．01％常りのものも同じ表に：示しk．

　　大豆1由中の酸素のようにグリセライド基のものは乳化度両上効果が少なv・が，吹込に際して新

しく吸牧された酸素はその約1000倍め効力をも・づtと，攣質したタービン油中の酸素は2F均する

と，吹込によって吸牧ざれた酸素と似た効力であること，ラノリンはその酸素の火部分がエステル

基に観するにかかわらす効力が大で，これはコレステリンやイソコレステリンの骨儲によるものと

考えられること，等を指摘する．ことカ§掲來る．猫油が水と謡妻燭、しつつ攣質するときは叉租々朋個の

暴動をなすであろうが，これにつV・ては叉他の機會に譲りたV・．

　　　§5．混合油の抗乳化性

　　乳化欄り効果の濃度に：俘う攣化と丁丁

／tして1「混合油の抗孚L化i生がどうなるかとい

う閉題がある．これは学際1糠題とも關連し，

叉鋤成性をもつもQが何かということへの

掌る解答を，與えることにもなる。簡軍なこ

となのであるが確立されてはV・ない．Fを

170GCに16時聞保つたものは抗乳化度7・7

でこの｝老｛的に適欝と思われ，これをA，C，

D，E，Gと混合した．第7岡に抗乳化度を，

策8圃に分離時醐（分）をそれぞれ縦軸にJl文

って混合曲線を：示す．ユ碍霞率に勤するもの

のみを示したが，孝麟1二率でも傾向は大i戯小

異である．之等かちわかるように先ず抗製

化度は問題にならない・，一”jJ’一分二時出1につ

いてはG，Fの混合物が一・定の炭化7K素成

分をもち，．i’　1．つ乳化剛酬亡位量あfd　Pの効

果が濃度と共に漸ll・曳ナることを考えると，

珊想混合物にお・いてはク｝二時闘が二成’匪を：

もっことが大休云えるのではないかと思わ

れる．勘1ちA．S。T．M．　Stea　m　Emulsion　Num－

berとしての表現の方が抗乳化度よりも安

當であることになる．次に稀羅する油の化

肇，構造共の他の影響であるが，矢張り油に

よってそれぞれ特性的なものがあることが

認められる．大休において稀緯油の粘度指

too
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激が大なるほど，叉分予量が小なるほど混合曲線は下方に凸の：方向に動く．

　　　　　　　　　　　　　　　　§6．　分離曲線について

　　今迄考えて來た抗乳化慶乃至分離時醐は，711・1の20ccが分離するまでの合計時醐に關するもので

あった．しかし更に詳しく云えばエマルジョンが分離してゆく過程は，それぞれの場合におWて特

性的であることが考えられ，これを槍討することによって，多くの知見を得ることが出來ると思わ

れる．

　　エVルジョンの分離曲線については在來若干の研究があるが，タービン滴エマルジョンは並等

と封比してどういうことに：なるか，叉孚L化剤の種類によって曲線の形に差があるかどうか等を槍討

。．g

a6

a4

比

O，2

e

．

e

分
離！・

量

’　’ oc

？t1 4σ　　　　　ζ0　　　　80　　　　　’ρe　　　　’20　　　　／40

　　を分離時’習‘！．x）

　　　　第9圏

8机9ぐ・1卜♪

　第le圃

　　　して見たい．第9國，第10瞳1に若干

　　　の例を示した．kだちにわかるよう

　　　に何れもS字形であり，分離の託り

　　　頃には速度が落ちるが，抗乳化度の

　　小さいものばど概してこのおそくな

　　　り方が著しv・．叉攣曲黙も抗乳化度

　　　の小さいものほど小になる傾向があ

’6e　る．［：pち横軸の口盛を調節しても各

　　　曲線を重ね合せることは幽來ない

　　今（4扮分離するまでの時間）／（全分

離時翻）を金分離時聞に齢してプロットす

れば第11圃のごとくになる．　Uljち例外も

勿論あるが各試料は孚L化剤のJt（口何にかかわ

らす大体におV・て一つゐ範疇に入るものの

如くである．例外の著しいものとしてはジ

ラノリン添加のもの一・ラノリン濃度の触

加と共に時閥化は却って減少しpu來る一一

及びFと岡じ雨龍獲電所の攣質油でFよ）｝

攣質受の蕪しV・もの・一定の大部分は速か

に分離するが淺りの分離が極端におそV・．

これは安定性試験にお・いて容易にスラッジ

を生じ，このことと關係があるように思わ

れるt・tttt一一が代表的なものである．猫圃には

省略したが0／W塑乳化齊1を：乃1薩たものは

一・ﾊ的傾向をもつてい．る．



　　　　　　　　　　　　　　』タービン湘の號乳化性につ）・て

エマルジョンの分離曲線の式としては
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　β■ラ’リン’

’Lcderer5），　R‘）ss〔｝）に：よって輿えられたもの

があり，又自媒減反慮のン℃も用v・られてい

る．それぞれ次の通りである．

　　Ledererの式

　　　　4η4∫ごたα一のグ1β

　　或は積分して

　　　　K・t　＝　log　｛（1＋　v’7）　／（1一　v’　P”’）　1

　　　グニ分離した相の容積率

　　　々：晶晶

　　ROSSの式

　　　　（πr死∂／縮鵠1／～／疏ギi…

　　　陥：はじめの軋化している液の容積

　　　Vd：排液された液の容積

　　　b：恒数　　「　・

　　自鱗媒反感の式

　　　．T；分離した相の容手ノ重葬i．

　　　k，A・ノ：恒数

　20

　／s

　f6

　／，1

　／2

分〆。

恥8
・董

vA
D，c　6

　4

　2

　0

　　　B＋吹込大E．b由皿
4‘］n“’1．ノ／　ぐ・β銅

　　　　　下は或智種軌神ワ粍重し化捌3貧・誘．，，z　　　　～
　　　　　分九曜醗嫁聯姻劫師集殉．

　　　　　　　　　　　タ　　　　　　　　　　　Pt吻込六登認）1〔
　　　　　　　　　　　　　‘o・133　r〆ρ，）

βナ吻込履油江

　　（ミ場♪
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‘ム・ゾ∠〃＝＝た（1＋々！躍）（1一雪～つ

一一＿一L一＿一⊥一一＿」L＿＿＿一一＿一」＿＿」＿噌＿L
o　20　1re　60　So　too　X20　xgo　t60　tao　？eo
　　　　　　蒔1乙ヲr分♪

　　　　　　　　纂11圃

　　この中Rossの式はS字形曲線をあらわさす不適當である．他の2式はS字形IHI線をあらわして

V・るが，そのまま：では完：全分離に∫懇限大の時聞を要することとなり，容積の補花を行ってはじめて

適用の可能性が1：llて來る．このようにした場合の安當性は雨者におV・て似元ようなもので，共に或

程度實際の分離曲線を：表現している．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　§7．総　　播

　　ク・・ビン油の抗孚L化性を：li三として現象論的に槍討し次の1網罫實を認め九・

　　（1）抗乳化度の逆数或は測定したままの分離時聞は駄々カll成性をもち，これを尺度にするのが

Jll三しV・と思われる．

　　（2）0／W型孚L化翔としてsoditmi　alky1　su1壬ate及びsodium　alky王sulfo玉ユa・・tcを抗孚L化度60以上の

油に添加するときの乳化効果は，油の炭化水素成分の如何にかかわらす各乳化齊唖に：おv・て幽々同一・一．一

であり，叉‘声19＞Cl（1＞C14，　sul壬atc≒sulfona，　te．抗孚し化度40以下の油に添加するときは油i－1・1のw／0！毒逆

瓠化齊肥7’1に抑制し合って効力を減じ，且つ不規則になる．何れ4）場合においても抗乳化度濃度filf

線に：極小烈1が誕1められる・

，5＞　Lederer：　Ko｝loid－Z．，　71，　6　f　〈｝9t15）．

6）　Ross：　」’．　1：hys．　Chem．，　47，　‘．’66　（19，1：．｝）．
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　　（3）W／0型孚L化剤を添：加するときは濃度と共に箪位量當りの効力は漸減するが，高粘度の吹込

油の場合には却って糟力ilする．粘度指数の低い油に添加した方が効力は納々大である・0／w型乳化

剤の如き極小黒liは認められぬ・

　　（4）攣質に件って油の抗孚L化性は低下するが或熱に達すると以後は落着いてしまう．粘度指数

の高い油ほど早く落着く傾向がある．墾窒量初期における吸牧酸素の効力はグリセライド基の酸素の

効力よりはるかに大で，大豆油の吹込に際して導入された酸素の効力の程度である・ラノリンのそ

れよ夢は納々低い．

　　（5）抗乳化性の低V・油を高い油で稀羅する場合，稀繹油の粘度指激が大なる程，叉分子量の大

なる程，分離時問混’釜｝率曲線は下方に凸の方向に動く。

　　（6）タービン油エマルジョンの分離曲線は，若干の例外を除いて乳化欄の如侮にかかわらす‘同

一範聴に入る．すべてS’字形曲線であり，Lcdcrerの式や陶鰯媒反感の式は共に或程度の適用性が

ある．

　　絡りに臨んで，試料の入手共の他に一方ならぬ御援助をいただいた中央Zii油株式會1童1二

新井茂氏，實験の一部に協力された西島力溝に厚く感謝の意を表する．叉結果に封して御

討論を寄せられた日本石油株式會殖国・1央抜術研究所の諸氏にも御’iS－2一を中蓮べたい・・


